
里親になって何をするの？   

動く植物のプロジェクトは、東京ビエンナーレの参加企

年おきに開催するビエンナーレ期

間には里親のみなさんが自由に参加出来る、植物を介した様々

子ども達の夏休みの自由研究や、学習発表、普段の生き物の観察日誌などとして

「動く鉢」の里親になるためには？
自然物の命ある生物を扱う企画であることから、責任を持って
生命に向き合い活動を継続出来る方を対象といたします。

動く鉢の木鉢を購入ください。土と植物（苗or種）も含みまして
25 000円になります。（税込み）1世帯当たり、1つの鉢を購入お
願いします。東京23区の都市部にお住まいの方。
家族で共に協力して動く鉢を介して育んで欲しいと言う願い
です。2020年度は、計50鉢の限定！

里親になるために必要なこと！

動く鉢里親希望（お名前）

①お名前　

 

②住所　

 

③電話番号

 

④メールアドレス

 

⑤里親を希望する理由（

150
字程度）

東京ビエンナーレ事務局申し込み先件名
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動く土 動く植物 東京ビエンナーレ2020/2021参加企画

オーナー募集
20個限定

！
2020年・第一歩期間

動く鉢

「動く鉢」についてくるもの
・秋田森のテラスの無農薬畑で育った貴重な土！
・震災後に活動を続けて来た宮城県南三陸YES工房がつくる木製の鉢！
・無農薬・有機の種や苗を1鉢に２種類を用意！

「動く鉢」のオーナー特典
・農学や土壌学の専門家からのアドバイスが受けられます！
・現代アーティストのワークショップやイベントに参加できます！
・自然や環境についてのレクチャーなどが受けられます！
・「動く鉢」公式SNSを介して参加者同士の交流ができます！

　秋田杉の合板で箱状にした鉢植えに、タイヤをつけて動かせる鉢のことです。植物を日の当たる方へ移動も可能です。ペット
を散歩するように、「動く鉢」に紐を付けて引っ張り、様々な場所に移動し人や環境とコミュニケーションすることができます。
　オーナは、「動く鉢」をパートナーとして都市の中で共に生き育てることで、命の尊さ、癒し、多くの気付きと学びを得ることが
できます。人と人をつなぎ話すきっかけとなり、新たなコミュニケーションのアイテムとして、「動く鉢」が生まれました。家庭で、
「動く鉢」を使って土と植物を育てながら様々なプログラムに参加しましょう！　　［サイズ：45cm×45cm×35cm]

「動く土  動く植物」の概要は、
ホームページにて見ることが出来ます

　 動く鉢 とは　
 https://www.plantproject.net

美術家
村山修二郎 発案

  村山修二郎　東京生まれ。東京藝術大学大学院 美術研究科 博士後期課程美術専攻壁画修了 博士（美術）
  植物に内在する初源的な力を抽出した作品制作、社会地域活動、ワークショップなどを様々な地域で行っている。
  特に、植物（花・葉・実・根）を手で直接紙や壁に擦り付けて描く「緑画（りょくが/村山の造語）」手法を考案し、唯一
  無二の絵画技法として形式化し、表現している。（秋田公立美術大学准教授2018年4月～）



「動く鉢」のオーナーになるためには？
「動く鉢」の木鉢を購入ください。
金額は、木鉢＋土と植物（苗 or 種）＋ワークショップや講座、
限定グループへの参加等の特典がセットで
25,000 円（税込み）で　す　。
※東京23区の都市部在住の方に限ります。
※限定20鉢（先着順）です。
※サイズ：45cm×45cm×35cm

オーナーになるために必要なこと！
自然物の命ある生物を扱う企画であることから、責任を持って
生命に向き合い活動を継続出来る方を対象といたします。

　　　　　　　2021 年～　　[2年目]
・「第一歩期間」参加者は２年目もプログラムに参加
　していただき、「第二歩期間」の新たな参加者と共
　に土と植物を育てて行きます。「第一歩期間」参加
　者は、別途苗や種の購入が必要です。様々な形で交
　流を続けます。

　

　
　
　
　

　　

  
 　　　　　　　　　　　2022 年～　　[3年目]
・引き続き「動く鉢」を介して様々なイベントに優先的
　に参加が可能です。各家庭の「動く鉢」を持ち寄り交
　流や展示、様々なワークショップを行い可変的な活動
　で展開します。
　
　
　

　  

動く鉢のオーナーになり本プロジェクトに参加を希望
される方は、メールにてご応募ください。　　　

件名： 「動く鉢」オーナー希望（お名前）
本文： ①お名前 ②住所 ③電話番号 ④メールアドレス
 ⑤オーナーを希望する理由（150 字程度）

　　　　　　　　　　　   　　　　　　申し込み締め切り：2020年10月14日（水）※延長しました

「動く鉢」オーナー希望の方へ

動く鉢のオーナーになって何をするの？
    動く土  動く植物のプロジェクト、「動く鉢」のオーナーは、2020 年から 2021 年に開催する東京
ビエンナーレ期間の中で植物を介した様々なプログラムに自由に参加できます。
 ※ 子ども達の夏休みの自由研究や、学習発表、普段の生き物 の観察日誌などとしても活用できます。
   本年は、新型コロナウイルスの影響で大幅に時期をずらし、「第一歩期間」としてスタートします。

　　　　　2020 年 10 月～　　[1年目]
・「動く鉢」の中で種や苗を育てます。
・ 農学の専門家から植物を育てるためのレクチャー
   のもと成長に必須な土つくりをします。
・「動く鉢」の Facebook で、各々の育成の
  報告を上げていただき、共に育てている仲間と
　情報の共有を行います。また、農業や土壌学の
    専門家から、植物を育てる際の悩みやアドバイスを
    受けられるため初心者でも安心です。
・アーティストによる自然に触れる様々なワークショップや、
   パフォーマンス、演奏会の鑑賞など創造的なプログラムに参
加できます。
 ※ オンラインによる3つのレクチャー、ワークショップを開催
　予定。その他イベントなどは、コロナの影響により2021年に
　延期となります。

・育てた野菜や茶葉や花などの収穫物と「動く鉢」を持ち寄って
　いただく収穫祭、鍋会や茶会に参加出来ます。
  ※コロナの影響により本年はオンライン交流会を予定。次年度
    以降にご参加いただけます。

　
　
　 　

・リーダー／村山修二郎（美術家 /秋田公立美術大学准教授）・アド
　バイザー／田中樹（摂南大学農学部教授）・アーティスト／池宮中
　夫（舞踊家、ダンサー）、西脇小百合（音楽家）・ワークショッ
　プ／栗田朋惠（美術講師 /登山ガイド）、中島萌香（兼業農家）、ミ
　ズカ（アーティスト）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     
　　

    プロジェクトメンバー

    協力メンバー
・農業アドバイス／櫻井健二（秋田県立大学生物資源科学部実験圃場
　 准教授） 水野幸一（秋田県立大学生物資源科学部応用生物科学科 
     教授）  神田啓臣（秋田県立大学生物資源科学部アグリビジネス学
     科 准教授）・土の提供／森のテラス（山田茂雄造園事務所／北秋
     田、東京都調布）・動く鉢制作／一般社団法人  南三陸ＹＥＳ工房

　　 　

　　　　　   　　　参加料支払い：2020年10月15日（木）※銀行振込による

　　　　　   　　　　　　宛先：東京ビエンナーレ事務局　info@tokyobiennale.jp

第一歩期間 第二歩期間

第三歩期間

森のテラス

南三陸YES工房


